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あともすあともすとは、物質をこれ以上分けることができないという意味のギリシャ語。英語のアトム（原子）の語源

「どろどろでドヤ顔」（中能登町）

５月26日（日）、中能登町で「朱
と き

鷺の里 ドロンコピック2024春 能登半
島震災復興支援」が開催されました。参加された少年の、やりきった表情
を写した一枚です。少年の「赤チーム」は見事団体競技で優勝しました。
　詳細はわが町トピックスをご覧ください。



１

耐た
い
し
ん
け
ん
ぜ
ん
せ
い
か
く
に
ん

震
健
全
性
確
認
っ
て
？　

　

今
回
行
わ
れ
た
「
耐
震
健
全
性
確
認
」は
、

２
０
０
７
年
の
地
震
の
際
に
志
賀
原
子
力
発

電
所
で
観
測
さ
れ
た
地
震
の
揺
れ
の
強
さ

２
２
６
ガ
ル
を
上
回
る
、
３
９
９
ガ
ル
を
観

測
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
安
全
性
の
観
点
か

ら
、
北
陸
電
力
㈱
が
主
体
的
に
評
価
を
し
ま

し
た
。

　

耐
震
健
全
性
と
い
う
言
葉
は
、
普
段
あ
ま

り
聞
く
機
会
が
無
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

地
震
に
よ
る
揺
れ
に
耐
え
る
と
い
う
意
味
の

「
耐
震
」と
、
正
常
で
異
常
が
無
い
と
い
う
意

味
の
「
健
全
」が
く
っ
つ
い
た
言
葉
で
す
。

　

つ
ま
り
こ
の
評
価
は
、
今
回
の
地
震
の
揺

れ
を
受
け
た
際
、「
設
計
上
、
揺
れ
に
耐
え

る
能
力
に
異
常
が
無
か
っ
た
の
か
」
を
確
認

す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
評
価
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
発
電
所
の
中
で
も
特
に
重
要
な

施
設
で
あ
る
原
子
炉
建
屋
と
原
子
炉
建
屋
内

設
備
の
耐
震
健
全
性
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

原
子
炉
建
屋
の
耐
震
健
全
性　

　

原
子
炉
建
屋
の
耐
震
健
全
性
の
確
認
は
、

各
階
で
観
測
さ
れ
た
揺
れ
を
解
析
し
算
定

志
賀
原
子
力
発
電
所
の

　
　
　
　
　

耐
震
健
全
性
確
認
に
つ
い
て

　

能
登
半
島
地
震
が
起
こ
っ
て
か
ら
約
半
年
。
前
回

号
の
原
子
力
な
あ
る
ほ
ど
教
室
で
は
、
志
賀
原
子
力

発
電
所
の
被
災
状
況
の
一
部
に
つ
い
て
触
れ
ま
し

た
。
現
在
も
引
き
続
き
震
災
に
よ
る
影
響
の
調
査
等

が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

４
月
26
日
に
発
表
さ
れ
た
、
北
陸
電
力
㈱
の
プ
レ

ス
リ
リ
ー
ス
内
で
、
志
賀
原
子
力
発
電
所
の
原
子
炉

建
屋
と
原
子
炉
建
屋
内
設
備
の
耐
震
健
全
性
評
価
に

つ
い
て
書
か
れ
て
い
た
の
で
、
今
回
は
そ
の
内
容
に

つ
い
て
簡
潔
に
紹
介
し
ま
す
。

さ
れ
た
数
値
と
、
許
容
値（
図
１
）を
比
較
す

る
こ
と
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
今

回
の
地
震
の
観
測
結
果
か
ら
算
定
さ
れ
た
値

は
、
許
容
値
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

原
子
炉
建
屋
は
耐
震
健
全
性
が
確
保
さ
れ
て

い
る
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。（
図
２
上
部
）

原
子
炉
建
屋
内
設
備
の
耐
震
健
全
性

　

原
子
炉
建
屋
だ
け
で
な
く
、「
止
め
る
」、

「
冷
や
す
」、「
閉
じ
込
め
る
」
機
能
を
持
つ
、

原
子
炉
建
屋
内
の
重
要
な
設
備
に
つ
い
て
も

評
価
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
設
備
に

つ
い
て
も
建
屋
と
同
様
に
、
今
回
の
地
震
で

そ
れ
ぞ
れ
の
設
備
に
加
わ
っ
た
力
な
ど
を
算

出
し
、
許
容
値
以
下
で
あ
っ
た
か
の
確
認
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
設
備
の
耐
震

健
全
性
に
つ
い
て
も
、
確
保
さ
れ
て
い
る
と

評
価
さ
れ
ま
し
た
。（
図
２
下
部
）

　

今
後
は
、
今
回
紹
介
し
た
部
分
以
外
の
耐

震
健
全
性
に
つ
い
て
も
確
認
を
進
め
、
発
電

所
の
安
全
確
保
に
努
め
て
い
く
と
の
こ
と
で

す
。
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今月の話題 志賀原子力発電所の耐震健全性確認について

●許容値イメージ

➡算出された力の数値がピンク色の範囲にあれば許容値を下回っているので
　揺れに耐える能力に異常が無かったといえる。

ち
か
ら

ち
か
ら

ち
か
ら

ち
か
ら

ち
か
ら

今回の許容値

きょ よう   ち

図 2　原子炉建屋及び原子炉建屋内設備の耐震健全性の確認結果　
　　          出典：北陸電力㈱ 4/26 発表プレスリリース資料を基に作成

1 号原子炉建屋 2号原子炉建屋層せん断力（×10⁵ kN） 層せん断力（×10⁵ kN）

：許容値
：解析結果

図 1　許容値について　出典：北陸電力㈱ 4/26 発表プレスリリース資料を基に作成

●原子炉建屋内の主な設備の評価結果

●原子炉建屋の評価結果

➡各階、各設備に発生した力（解析結果）は許容値を下回っており、原子炉建屋及び
　原子炉建屋内設備の耐震健全性は確保されている。



原
子
力
発
電
所
の
安
全
対
策(

津
波
対
策
編)

アースパパ

　

今
回
は
、
原
子
力
発
電
所
の
安
全

対
策
の
う
ち
「
津
波
に
備
え
る
対
策
」

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

津
波
に
備
え
る

　

現
在
、
志
賀
原
子
力
発
電
所
で

は
、
２
０
１
１
年
に
起
き
た
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
で
の
事
故
を

教
訓
と
し
た
新
し
い
基
準
（
新
規

制
基
準
）
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
に

さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
津
波
に
備
え
る
対
策
も
そ

の
う
ち
の
一
つ
で
す
。

　

１
月
１
日
に
起
き
た
能
登
半
島

地
震
で
は
、
志
賀
原
子
力
発
電
所

で
も
津
波
が
観
測
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
そ
の
津
波
の
状
況
も
交

え
な
が
ら
、
津
波
対
策
に
つ
い
て

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

津
波
の
高
さ
の
想
定

　

現
在
、
志
賀
原
子
力
発
電
所
の

敷
地
周
辺
の
海
域
に
あ
る
活
断
層

と
し
て
14
の
断
層
等
が
考
慮
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
、
敷
地
に
最
も
大
き

い
影
響
を
与
え
る
「
能
登
半
島
北

方
沖
」
と
「
能
登
半
島
西
方
沖
の

海
底
地
す
べ
り
」（
図
１
点
線
部
）

に
よ
る
津
波
の
組
み
合
わ
せ
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
か
ら
想
定

さ
れ
る
津
波
高
は
、敷
地
前
面
で
、

7.1
ｍ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
高
さ
は
、
様
々
な
条
件
を

考
慮
し
、
想
定
さ
れ
る
最
大
規
模

の
津
波
で
あ
る
「
基
準
津
波
」
の

3



高
さ
と
し
て
北
陸
電
力
は
評
価
し

て
お
り
、
そ
の
評
価
が
妥
当
か
、

今
後
の
国
の
審
査
で
確
認
さ
れ
ま

す
。

　

国
内
の
各
原
子
力
発
電
所
で

は
、
基
準
津
波
の
高
さ
を
基
に
津

波
対
策
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

敷
地
の
標
高
と
津
波
対
策

　

志
賀
原
子
力
発
電
所
の
敷
地
の

標
高
は
11
ｍ
あ
り
、
さ
ら
に
高
さ

４
ｍ
の
防
潮
堤
や
防
潮
壁
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
15
ｍ

ま
で
の
津
波
が
敷
地
に
浸
入
す
る

こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

今
回
の
地
震
で
は
、
敷
地
前
面

で
約
４
ｍ
の
高
さ
ま
で
津
波
が
遡

上
し
、
物
揚
場
付
近
の
波
高
計
や

取
水
槽
内
で
も
、
約
３
ｍ
の
水
位

上
昇
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。（
図
２
）

　

し
か
し
、
敷
地
標
高
以
下
で

あ
っ
た
た
め
、
津
波
に
よ
る
施
設

の
安
全
性
に
影
響
は
無
か
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。

更
な
る
安
全
対
策

　

幸
い
今
回
の
津
波
に
よ
る
影
響

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
も
し

津
波
が
防
潮
堤
・
防
潮
壁
を
超
え

て
敷
地
内
に
水
が
入
っ
て
く
る
よ

う
な
事
態
に
備
え
、
海
水
熱
交
換

器
建
屋
、
タ
ー
ビ
ン
建
屋
、
原
子

炉
建
屋
と
い
っ
た
重
要
な
建
屋
の

扉
は
、
水
の
入
り
に
く
い
水
密
扉

へ
と
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
も
し
も
の
と
き

に
も
耐
え
ら
れ
る
よ
う
、
対
策
が

と
ら
れ
て
い
ま
す
。（
下
部
写
真
）

4

アトモスくん

標
高
15
メ
ー
ト
ル
は
、
だ
い
た
い

ビ
ル
の
５
階
く
ら
い
の
高
さ
だ
よ
！

結
構
高
い
ね
！



わ が 町トピックス
七
尾
市

中
能
登
町

大
人
も
子
ど
も
も
笑
顔
で
泥
ま
み
れ
！

　

５
月
26
日
（
日
）、
中
能
登
町
良
川
地
内

の
田
ん
ぼ
で
、「
朱と

き鷺
の
里
ド
ロ
ン
コ
ピ
ッ

ク
２
０
２
４
春
能
登
半
島
震
災
復
興
支
援
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
か
ら
約
１
０
０

名
の
親
子
が
参
加
し
、
ま
ぶ
し
い
日
差
し
の

も
と
、
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

主
催
は
、
朱
鷺
の
里
ド
ロ
ン
コ
ピ
ッ
ク
実

行
委
員
会
。
普
段
は
朱
鷺
放
鳥
に
向
け
た
機

運
醸
成
を
目
的
に
活
動
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
日
本
中
国
朱
鷺
保
護
協
会
の
方
々
を
メ

イ
ン
に
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
組
織
さ

れ
ま
し
た
。

　

田
ん
ぼ
の
中
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
親
子
競

技
の
親
子
絆
走
り
や
、
各
種
団
体
競
技
（
台

風
の
目
・
綱
引
き
・
リ
レ
ー
）
な
ど
の
様
々

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
、
こ
の
日
の
た

め
に
準
備
さ
れ
た
会
場
に
は
終
始
、
歓
声
と

笑
顔
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
か
ら
は
「
ツ
ル
ツ
ル
ぬ

る
ぬ
る
で
冷
た
く
て
気
持
ち
い
い
」
や
「
ど

ろ
ん
こ
に
な
っ
て
遊
べ
て
楽
し
い
」
と
い
う

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

親
子
競
技
上
位
入
賞
の
商
品
は
、
地
元
で

と
れ
た
野
菜
の
詰
め
合
わ
せ
で
し
た
。
袋
一

杯
の
野
菜
を
前
に
、
子
ど
も
よ
り
保
護
者
が

喜
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
の
看
板
は
中
能

登
中
学
校
と
鹿
西
高
校
の
美
術
部
員
が
、
主

催
者
の
依
頼
に
よ
り
制
作
し
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
が
楽
し
ん
で
く
れ
た
ら
い
い
な
と
い

う
思
い
を
込
め
て
作
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

ド
ロ
ン
コ
ピ
ッ
ク

ド
ロ
ン
コ
ピ
ッ
ク

２
０
２
４
春

２
０
２
４
春

　

親
子
そ
ろ
っ
て
自
然
と
触
れ
合
え
る
、
こ

の
地
な
ら
で
は
の
、
と
て
も
貴
重
な
イ
ベ
ン

ト
の
初
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
春
の

恒
例
行
事
と
し
て
、
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
楽

し
み
な
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

親子の絆が試される？親子の絆が試される？
「親子絆走り」「親子絆走り」

団体競技で一致団結！「台風の目」団体競技で一致団結！「台風の目」

大人も子どもも全力！
「綱引き」

大人も子どもも全力！
「綱引き」

見事優勝！赤チーム！見事優勝！赤チーム！
新たな友情も？新たな友情も？

思い思いに朱鷺を描いた鹿西高校美術部３年生

盛りだくさんの賞品

お
問
い
合
わ
せ

　

の
と
里
山
里
海
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

住
所　

七
尾
市
国
分
町
イ
部
１
番
地

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
７
６
７-

57-

５
１
０
０

Ｈ
Ｐ　

https://noto-m
useum

.jp/

企
画
展

「
時
代
の
記
録

〜
眠
れ
る
モ
ノ
た
ち
の
囁
き
〜
」

　

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
後
に
見
つ

か
っ
た
資
料
な
ど
を
通
し
て
昔
の
暮
ら

し
や
過
去
の
出
来
事
を
振
り
返
り
ま
す
。

会
期　

９
月
30
日（
月
）
迄

＊
休
館
日　

毎
週
火
曜
日（
８
／
13
は
開
館
）

＊
展
示
替
え
の
た
め
、
７
／
27
〜
８
／
１
、

　

８
／
29
〜
９
／
３
は
閉
室
し
ま
す

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

観
覧
料　

無
料

里
山
里
海
プ
チ
フ
ェ
ス
２
０
２
４

　

能
登
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
に
親
し
む

親
子
向
け
の
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。

　

詳
細
は
当
館
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時　

７
月
28
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

【
の
と
里
山
里
海
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
情
報
】

【
の
と
里
山
里
海
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
情
報
】

金刀比羅神社（七尾市三島町）の資料救出時の様子

歴史体験 まが玉作り
（昨年のイベント風景）
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羽
咋
市

　

本
物
の
土
器
を
見
な
が
ら
、
粘
土
を
こ
ね

て
土
器
・
は
に
わ
づ
く
り
を
体
験
で
き
ま
す
。

こ
の
日
に
作
っ
た
土
器
は
、
８
月
24
日（
土
）

開
催
の
弥
生
ま
つ
り
２
０
２
４
で
野
焼
き
を

行
い
完
成
さ
せ
ま
す
。

　

粘
土
や
道
具
は
、主
催
者
で
準
備
し
ま
す
。

当
日
は
、
よ
ご
れ
て
も
い
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

日
時　

７
月
20
日（
土
）
午
前
９
時
〜
11
時
半

場
所　

羽
咋
市
歴
史
民
俗
資
料
館

定
員

20
名（
要
申
込
み
・
先
着
順
）

料
金　

無
料

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　

羽
咋
市
歴
史
民
俗
資
料
館　

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
７
６
７-

22-

５
９
９
８

　

夏
恒
例
の
羽
咋
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

は
ま
ぐ
り
音
頭
踊
り
パ
レ
ー
ド
、
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
各
種
夜
店

な
ど
、
楽
し
い
催
し
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

会
場
は
昨
年
同
様
、
羽
咋
市
役
所
駐
車
場

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時　

８
月
24
日（
土
）
午
後
４
時
〜

場
所　

羽
咋
市
役
所
駐
車
場（
羽
咋
市
旭
町
）

お
問
い
合
わ
せ　

羽
咋
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
羽
咋
市
役
所
商
工
観
光
課
内
）

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
７
６
７-

22-

１
１
１
８

弥
生
土
器
・
は
に
わ
を

作
っ
て
み
よ
う
！

羽
咋
ま
つ
り
が
開
催
！

能
登
金
剛
の
代
表
的
な
奇
岩
の

一
つ
機
具
岩　
（
志
賀
町
富
来
七
海
）

　

伊
勢
の
二
見
岩
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、

能
登
二
見
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
美
し
い

二
つ
の
岩
が
寄
り
添
う
よ
う
に
並
び
、
し
め

縄
で
結
ば
れ
た
神
聖
な
佇
ま
い
に
魅
了
さ
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

西
向
き
に
立
っ
て
い
る
た
め
、
夕
焼
け
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
も
最
高
で
す
。

日
本
で
最
も
古
い
木
造
灯
台

旧
福
浦
灯
台　
（
志
賀
町
福
浦
港
）

　

日
和
山
と
呼
ば
れ
る
断
崖
の
上
に
あ
る
、

日
本
で
最
も
古
い
と
さ
れ
る
木
造
灯
台
で

す
。
１
６
０
８
年
福
浦
の
日
野
資
信
が
こ
の

地
で
焚
火
を
た
き
、
夜
の
暗
い
海
を
航
行
す

る
舟
を
導
い
た
こ
と
が
灯
台
の
始
ま
り
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
も
昔
な
が
ら
の
漁
港
風
情

が
残
っ
て
い
ま
す
。
灯
台
か
ら
見
渡
す
日
本

海
は
絶
景
で
す
。

機
具
岩
・
旧
福
浦
灯
台
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

７
／
１
〜
９
／
30

19時以降の19時以降の
日没から日没から
22時まで22時まで
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空間放射線の測定値について空間放射線の測定値について
　空間放射線の測定値は、宇宙や地面などからの自然放射線によるもので、測定地点近傍の地質や測
定器の位置等の違いもありますが、通常、0.020～ 0.100マイクロ グレイ（μGｙ）/時 程度です。
　日常よく見られる変動としては、降雨による線量率の上昇があり、降雨の場合は0,100～ 0.200マ
イクロ グレイ（μGｙ）/時 程度になることがあります。
　空間放射線の測定値の単位には、グレイ（Gｙ）/時が用いられます。また、小さな値を示すため、通常、
100万分の１を示すマイクロ（μ）を付けて表します。
　1マイクログレイ（μGｙ）/時は、100万分の1グレイ(Gｙ）/時（0.000001グレイ（Gｙ）/時）を示します。

マイクログレイ(μGy)/時
0 0.050 0.100 0.150

Ⅰ 環境放射線監視（令和５年10月～ 12月)
1. 空間放射線
　石川県は、志賀原子力発電所から30kmの範
囲に24局の環境放射線観測局を、北陸電力㈱は、
発電所敷地境界に７局のモニタリングポストを
設置し、１時間あたりの空間放射線量を連続し
て測定しています。
　今回の測定結果は、最高値が過去３年間の測
定結果の範囲を超えた観測局もありましたが、
過去の最高値より低いか同程度の値であり、発
電所に起因する影響は認められませんでした。

■ 測定結果

●
⬇

⬇ ⬇

（グラフの見方）
今回の測定値の範囲今回の平均値

過去３年間の測定値の範囲

環境放射線観測局
（末坂局：中能登町（地図下線））
空間放射線や風向、風速など
を測定しています。

■ 発電所モニタリングポスト（北陸電力㈱設置）

発電所周辺拡大図

（参考） 排気筒・排水ピットの計数率
　　　　　 （令和５年10月～ 12月） (単位 : cps)

１号機 ２号機
排気筒
モニタ

排水ピット
モニタ

排気筒
モニタ

排水ピット
モニタ

今回の測定値 ４ 10～12 ４～５ 11～13

過去の測定値 ４～５ 10～13 ４～６ 11～14

※計数率（cps）は、１秒間に計測された
　放射線の数を表しています。

　石川県、志賀町及び北陸電力㈱は、発電所周辺の環境放射線監視及び温排水影響調査を実施しています。
　今回は、令和５年10月～ 12月の環境放射線監視結果「令和５年度 第３報」及び令和５年度夏季の温排
水影響調査結果「令和５年度 第２報（夏季)」の概要をお知らせします。
　環境放射線監視結果については、志賀原子力発電所に起因する環境への影響は認められませんでした。
　温排水影響調査結果については、全体として大きな変化は認められませんでした。

■ 環境放射線観測局（石川県設置）

志賀原子力発電所周辺の
環境放射線監視結果及び温排水影響調査結果

志 

賀 

町

大福寺局
大 西 局
風 無 局
熊 野 局
福 浦 局
直 海 局
五里峠局
赤 住 局
志 賀 局

七 

尾 

市

西 岸 局
能登島局
土 川 局
笠師保局
大 津 局
田鶴浜局
東 湊 局

中
能
登
町

末 坂 局
能登部局

羽咋市 一ノ宮局
輪
島
市

門 前 局
本 郷 局

穴水町 大 町 局
宝
達
志
水
町

志 雄 局
押 水 局

発 

電 

所

ＭＰ－１
ＭＰ－２
ＭＰ－３
ＭＰ－４
ＭＰ－５
ＭＰ－６
ＭＰ－７

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
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陸
上
試
料

降 下 物 ベクレル/平方メートル･月

大気浮遊じん ミリベクレル/立方メートル

陸 水 ミリベクレル/リットル

土 壌 ベクレル/キログラム乾土

指標植物（松葉） ベクレル/キログラム生

牛 乳 ベクレル/リットル

農
産
物

精 米 ベクレル/キログラム生

大 根 ベクレル/キログラム生

白 菜 ベクレル/キログラム生

ころ柿 ベクレル/キログラム生

長ネギ ベクレル/キログラム生

海
洋
試
料

海 水 ミリベクレル/リットル

海 底 土 ベクレル/キログラム乾土

指標海産物(ホンダワラ） ベクレル/キログラム生
海産物(イワノリ）ベクレル/キログラム生

2. 環境試料中の放射能
　農畜産物や海産物、水道水などの試料を採取し、これらに含まれる放射性物質（セシウム137、ストロンチ
ウム90、トリチウムなど）の濃度を測定しましたが、いずれも過去の測定値と同様に低い値でした。

■ 測定結果■ 環境試料採取地点(石川県 令和５年度分)

（参考）志賀原子力発電所の運転状況
（令和５年10月～ 12月）

調査期間中は、１号機、２号機とも
運転停止中でした。

⬇ ⬇ ▲

過去の測定値の範囲 (福島第一原子力
発電所事故以前）
※これまでに検出されていない場合は、
　表示していません。

（グラフの見方）
今回の測定値検出目標レベル

陸
上
試
料
陸 水 ベクレル/リットル

海
洋
試
料
海 水 ベクレル/リットル

0.01(単位) 0.1 1 10 100 1000【トリチウム】
今回検出されず

今回検出されず

0.01(単位) 0.1 1 10 100 1000【セシウム137】

今回検出されず

今回検出されず

今回検出されず

今回検出されず

今回検出されず

今回検出されず

今回検出されず

今回検出されず

今回検出されず

県原子力安全対策室のホームページ

今回検出されず

今回検出されず

今回検出されず

今回検出されず

今回検出されず

放射線の測定値の公開について
　石川県（原子力安全対策室）のホームページでは、県が志賀原子力発電所周辺30km圏内に設置した24局
の環境放射線観測局及び71局の簡易局における放射線量や、北陸電力㈱が発電所敷地境界に設置した７局
のモニタリングポストにおける放射線量をリアルタイムで公開しています。
　https://atom.pref.ishikawa.lg.jp/monitoring/Pages/Radiation/FormRadiationMap30km.aspx

　また、石川県では、これらのデータを閲覧できるスマートフォン用のアプリを公開しています。
　○ 対応機種
　　iPhone iOS 15.0及び Android 8.0 以降
　○ アプリの取得方法
　　 方法１　スマートフォン用アプリ配信サイト（AppStore 又は
　　　 　　　Google Play）よりダウンロードし、インストールする。　　　　　
　　　 　　　※配信サイトにて、「石川県」「原子力」「放射線」等で検索
　　 方法２　右のＱＲコードを読み込み、インストールする。　　　　　　　　　

スマートフォンアプリ

※ 試料採取期間　令和５年９月～ 12月

※ 試料採取期間　令和５年10月
※ 検出されているセシウム137、ストロンチウム90、トリチウムは、志賀原子力発電所に起因するものではなく、
　 過去の核実験等により環境中に放出されたものです。

陸
上
試
料

陸 水 ミリベクレル/リットル

土 壌 ベクレル/キログラム乾土

牛 乳 ベクレル/リットル

海
洋
試
料

海 底 土 ベクレル/キログラム乾土
海
産
物

サザエ ベクレル/キログラム生

チダイ ベクレル/キログラム生

0.01(単位) 0.1 1 10 100 1000【ストロンチウム90】

今回検出されず

今回検出されず

今回検出されず

今回検出されず

※ 試料採取期間　令和５年７月～８月

iOS用 Android用

8



過去の当季最小値

今季の最小値 今季の最大値

過去の当季最大値

以上の内容は、石川県原子力安全対策室ホームページ（https://atom.pref.ishikawa.lg.jp/box/onhaisui.html)でも見ることができます。

●：水質調査地点　　―：サザエ生息調査測線

■ 調査結果（単位 ： mg／ℓ　ただし塩分を除く）

■ 調査結果（水深１ｍの水温分布）　単位：℃

■ 調査地点 ■ 調査結果

　<温排水影響調査結果の概要>
水　温　調　査：これまでの夏季調査結果と比較すると、平均水温、平均塩分とも過去の範囲でした。同

一水深層での温度差は0.5 ～ 2.2℃、塩分差は0.1 ～ 0.8でした。鉛直的には、上下層間の
差は、水温は大きく、塩分は電力調査では小さく、県調査ではやや大きなものでした。

　水質・底質調査：これまでの夏季調査結果と比較すると、水質は透明度がやや高いほかは同程度でした。
底質はほぼ同程度でした。

　海生生物調査：これまでの夏季調査結果と比較すると、いずれの項目も出現状況はほぼ同程度でした。

Ⅱ 温排水影響調査(令和５年度夏季)
1. 水温調査(調査日:令和５年７月27日)

2. 水質調査(採水日:令和５年７月27日、28日) 

〈温排水の状況〉
調査期間中は、１号機、２号機
とも運転停止中であり、温排水
は放水されていませんでした。

※ ■は１号機の放水口位置、■は２号機の放水口位置、・は水温調査地点を示す。

3. 海生生物調査(令和５年７月23日～ 26日）

調査測線 水深
(ｍ)

調査面積
(㎡ )

調査結果
(平均個体数/25㎡ )

過去の夏季調査結果
平成15～令和4年度
(平均個体数/25㎡ )

Ｌ１ ３～ 20 125 3.6 1.4 ～ 9.0 
Ｌ２ ３～ 20 125 15.4 2.6 ～20.4 
Ｌ３ ３～ 20 125 5.8 3.2 ～13.4 
Ｌ４ 15 ～ 20  50 1.0 0.0 ～ 2.0 
Ｌ５ ３～ 20 125 9.0 5.2 ～26.6 
Ｌ６ ３～ 20 125 23.8 2.6 ～37.4 
Ｌ７ ３～ 20 125 17.2 6.4 ～27.0 

（グラフの見方）

※過去の当季最小値及び最大値は、平成15年度～
　令和４年度までの調査結果です。

　海生生物調査では、潮間帯生物、底生生物、卵・稚仔及びプランクトンについて調べています。
　ここでは、そのうち底生生物のサザエの生息調査についてご紹介します。

※表層（水深0.5m)、中層(水深５ｍ）、下層（水深20ｍまたは海底上１ｍ）
　における最小値及び最大値

■
■

流況:南流⬅水深１ｍ　午前

27 29 3331 35

0.0

3

1.0

5

2.0

7

3.0

9

4.0

11

5.0

13

塩　分
（全層）

ＣＯＤ

溶存酸素

※ＣＯＤ：化学的酸素要求量（Chemical Oxygen Demand）

※

全窒素

全リン
0.020.00 0.04 0.06 0.08 0.10

0.0 0.5 1.0 1.5

底質（海底土）採取の様子
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志
賀
町
の
文
化
財 （
四
）

が
次
々
と
報
道
さ
れ
て
い
た
が
、
孤
島
で
の

玉
砕
や
海
没
な
ら
と
も
か
く
、
大
陸
で
戦
死

し
た
の
に
遺
骨
も
遺
品
も
な
い
の
は
、
部
隊

が
全
滅
の
激
戦
だ
っ
た
の
か
と
も
思
っ
た
り

し
て
い
た
。
ま
も
な
く
終
戦
と
な
り
、
中
国

大
陸
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
復
員
し
て
き
た
。
誰

か
辰
雄
の
最
期
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
人
が

い
な
い
か
と
心
待
ち
に
し
て
い
た
が
、
と
う

と
う
聞
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
父
は
昭
和
21
（
１
９
４
６
）
年
８

月
、
辰
雄
の
法
名
、
戦
死
の
場
所
、
戦
死
年

月
日
を
刻
ん
だ
墓
碑
を
建
て
、
大
学
相
撲
で

獲
得
し
た
賞
状
、
記
念
品
、
写
真
な
ど
を
家

宝
と
し
て
永
久
保
存
す
べ
く
額
や
ケ
ー
ス
に

納
め
て
大
切
に
し
て
い
た
。
当
時
、
墓
を
建

て
た
頃
は
畑
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
竹
が
入
り

込
ん
で
き
て
う
っ
そ
う
と
し
た
竹
林
に
な
っ

た
の
で
、
昭
和
53
年
（
１
９
７
８
）
に
移
転

し
、
そ
の
折
、
辰
雄
個
人
の
経
歴
を
刻
ん
だ

碑
も
建
て
た
。

陸
軍
大
尉　

白
山
辰
雄
碑（
墓
）

　

白
山
辰
雄
は
、
昭
和
13
年（
１
９
３
８
）に

拓
殖
大
学
を
卒
業
し
、
翌
14
年（
１
９
３
９
）

に
歩
兵
第
７
連
隊
に
入
隊
。

　

幹
部
候
補
生
と
し
て
の
訓
練
を
受
け
た
の

ち
、
中
支
方
面
へ
出
征
し
た
。

　

そ
の
後
、
学
校
で
中
国
語
を
専
攻
し
た
の

で
重
宝
が
ら
れ
て
い
る
と
か
、
戦
地
で
盲
腸

の
手
術
を
受
け
た
が
、
す
っ
か
り
元
気
に

な
っ
て
第
一
線
に
出
て
い
る
、
と
い
う
よ
う

な
簡
単
な
便
り
し
か
な
く
、
戦
場
の
様
子
は

全
然
わ
か
ら
な
い
う
ち
に
月
日
は
流
れ
た
。

　

昭
和
19
年
（
１
９
４
４
）
７
月
に
戦
死
の

公
報
が
あ
り
、
６
月
28
日
に
戦
死
し
た
こ
と

を
知
ら
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
白
木
の
箱
が
帰

還
し
た
が
、
中
に
は
「
故
陸
軍
大
尉
白
山
辰

雄
之
霊
」
と
あ
る
だ
け
で
遺
骨
も
遺
品
も
何

一
つ
無
か
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
南
方
の
島
々
で

の
玉
砕
や
輸
送
船
の
撃
沈
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ス大学相撲時代の写真

　

そ
の
場
所
は
、
矢
駄
、
倉
垣
、
安
津
見
を

一
望
に
す
る
高
台
で
、
能
登
縦
貫
道
の
橋
梁

も
美
し
く
映
え
て
い
る
。

志
賀
町
の
将
兵
の
記
録
よ
り　

　

戦
死
後
80
年
の
歳
月
が
流
れ
、
郷
土
の
発

展
ぶ
り
を
見
守
る
か
の
よ
う
に
ひ
っ
そ
り
と

建
っ
て
い
る
。

内
閣
総
理
大
臣　

岸　

信
介
が

　
　
　

揮き
ご
う毫

し
た
石
碑

　

志
賀
町
福
野
に
あ
る
気き

た多
神
社
薬
師
堂
後

ろ
に
唐
戸
山
大
関
に
な
っ
た
記
念
碑
と
し
て

建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

石
碑
に
は
「
唐
戸
山
大
関
碑　

福
野
潟
、

福
勇
」
と
刻
ま
れ
て
お
り
、
寄
進
者
の
氏
名

の
と
こ
ろ
に
は
、
昭
和
32
年
（
１
９
５
７
）

９
月
建
立　

内
閣
総
理
大
臣　

岸　

信
介
氏

の
名
が
刻
印
さ
れ
て
、
当
時
の
世
話
人
と
し

て
、
衆
議
院
議
員　

大
森
玉
木
氏
、
石
川
県

議
会
議
長　

吉
本
作
次
氏
、
元
中
甘
田
村
長

寺
島
信
一
氏
の
ほ
か
５
名
の
氏
名
も
刻
ま
れ

て
お
り
、
碑
文
も
含
め
判
読
し
に
く
い
の
が

残
念
で
す
。

　

現
在
は
、
元
旦
の
能
登
半
島
地
震
に
よ
り

石
碑
が
後
ろ
に
倒
れ
て
い
ま
す
。

　

志
賀
町
に
は
、
上
記
の
ほ
か
に
も
た
く
さ

ん
の
石
碑
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

志
賀
地
域
に
は
、「
春
風
庄
太
郎
碑
（
相

撲
）」、「
中
谷
秀
一
碑（
能
登
鉄
道
）」
な
ど
、

富
来
地
域
に
は
、「
加
納
作
次
郎
碑（
作
家
）」

「
野
口
雨
情
碑
（
詩
人
）」「
松
本
清
張
碑
（
作

家
）」
な
ど
地
域
で
尽
力
さ
れ
た
方
々
の
碑

な
ど
い
く
つ
も
存
在
し
ま
す
。

　

本
年
は
じ
め
の
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
倒

れ
た
石
碑
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
生
活
が
落
ち
着
い
た
後
に
は
、
こ

の
石
碑
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
修
復

し
、
大
事
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

（
文
責　

志
賀
町
文
化
財
保
護
審
議
委
員　

長　

幸
雄
）

志
賀
町
の
石
碑
に
つ
い
て

志賀町矢駄小林バス停から道路を渡り、
橋を越えた場所に小高くなった丘陵にある

内閣総理大臣　岸信介と
刻まれている

志賀町福野　気多神社薬師堂後ろにある
唐戸山大関記念碑



　
　
　
あ
と
も
す

７
月
号
　
№
266　

令
和
６
年
７
月
１
日
発
行
　
　
　
あ
と
も
す
と
は
、
物
質
を
こ
れ
以
上
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
意
味
の
ギ
リ
シ
ャ
語
。
英
語
の
ア
ト
ム（
原
子
）の
語
源
　
　
　

(令和６年度　広報・調査等交付金事業) 「印刷用の紙にリサイクルできます」
この広報誌は高精細340線で印刷したものです。

の
と
里
山
海
道

の
と
里
山
海
道

の
と
里
山
海
道

原子力センター
HP

原子力発電所で想定
される最大規模の津
波のこと

問　題 それぞれの数字の赤枠に入る文字を
順に並べると答えになります。

❶❶ ７月20日（土）、羽咋市歴史民俗資料館では、粘土をこねて
  　■■■■  と、はにわづくりを体験できます。
❷❷ 年明けに起きた 「令和６年能登半島 ■■■■■■」
❸❸ 環境放射線モニタリングのにおいてストロンチウム90の陸上試料となって
いるのは？　■■■■■■■■■■■■

❹❹ ５月26日（日）に行われた中能登町のイベント 「■■■■■■■■■■■■■■2024春」

❶ ❷ ❸❶ ❷ ❸ ❹❹

アトモスくん

あ と も す ク イ ズ

とじ込みはがきまたは二次元コードを読み込んで、答えと必要事項を書いて、能登原子力センター
までお寄せください。応募はどちらか１回のみ有効です。正解の方には景品をお送りします。

（応募者多数の場合、抽選で40名の方にお送りします。締め切り７月31日必着）

⬇⬇ヒント

前号のこたえ  　■■■■■■■■■■ヘ ン ア ツ キ

■■■■■■■ ■  津波

お た よ り コ ー ナ ー

原子力なるほど教室の
震災影響レポートがと
ても分かりやすくなる
ほどと思いました。

（七尾市・70代）

原子力センターさんも地
震で大変だったのだなと
よくわかりました。また
子供たちと遊びに行きた
いです。（七尾市・40代）

紙面もきれいで読みやすく
毎回楽しんでみてます。ブ
ルーインパルスの表紙に胸
があつくなりました。あり
がとう。(志賀町・60代)

あともすの【わが町トピックス】
では周辺のイベントなどが載っ
ていて助かっています。また無
知な私でも原子力についても勉
強になり有難いです。今後も色々
情報をお願します。(志賀町・70代)

志賀原発の震災レポー
トを読み、安全が確保
されていることが分か
り安心しました。あと
クイズが面白かったで
す。（羽咋市・20代）

毎号地元の事が分
かりやすく載って
いて読みやすいで
す。（羽咋市・60代）

これからは温水影
響調査は必要不可
欠ですね。海生生
物の調査も十分続
けてやってください。

(中能登町・70代)

読者にわかりやすく内
容もよく毎号楽しみで
す。これからも楽しい
紙面作成して届けてく
ださい。(中能登町・50代)

サンササンササンササンサ

催 し 物 ご 案 内

こちらからも
応募できます。

現在、休館中です。通年開催・催し物は
決まり次第お知らせします。

アクアママ

※地震の影響により、現在休館中


